


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



は じ め に 

私たちが暮らす川崎市は、首都圏の中央に位置し、利便性が

高く、豊かな自然も残るなど、生活環境に恵まれているまちで

あると同時に、世界的企業や研究機関が多く集積している産業

が盛んな都市でもあります。特に臨海部エリアは、多摩川スカ

イブリッジの開通により、世界との玄関口である羽田空港とラ

イフサイエンス分野における世界最高水準の研究機関が立地

するキングスカイフロントがつながり、新産業を創出する国際

戦略拠点として今後更なる成長が期待されます。 

一方で、大気や水などの環境に目を向けると、早くから産業都市として発展した本市

は、京浜工業地帯の中核として我が国の工業発展を牽引してきましたが、同時に大気汚

染や水質汚濁など環境面で大きな課題を抱えることとなりました。こうした過去を踏

まえ、これまで市民・事業者・行政それぞれが公害問題の解決に取り組み、大気や水な

どの環境は大幅に改善してきました。 

また、現在においても、様々な市民活動団体や事業者の皆様の継続的な取組に支えら

れ、私たちは、今の環境を享受しています。 

このように行政による法規制などの取組のみならず、多くの市民・事業者の御尽力に

より、環境が維持されていることを、市民の皆様に知っていただくとともに、良好な大

気や水などの環境を実感し、身近な環境に関心を持ち、私たち一人ひとりが、できるこ

とから具体的な行動を起こしていくことが、更なる環境課題の解決や改善につながる

ものと考えています。 

加えて、気候変動問題や、海洋プラスチック問題などの環境課題も顕在化しており、

多様な施策分野との連携による総合的な取組も重要と考えています。 

こうした考え方のもと、良好な環境を次の世代に確実に引き継いでいくため、大気・

水環境分野における、今後の方針や具体的な取組、市民、事業者の皆様との連携などを

位置付けた「川崎市大気・水環境計画」を新たに策定しました。 

本市がＳＤＧｓ未来都市として持続可能な都市づくりを進めていくため、今の大気

や水などの環境を維持しつつ、更に良好な環境を創出する取組を、本計画に基づき市

民・事業者の皆様と共に進めてまいります。 

今後も誰もが健全で良好な大気や水などの環境を育み、将来にわたり安心して暮ら

せるまちの実現をめざしてまいりますので、皆様の一層の御理解と御協力をお願い申

し上げます。 

 

 令和４（2022）年３月 

                   川崎市長  福 田 紀 彦 
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